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ネットワークの現状

国立情報学研究所パンフレットより



光結合局と観測周波数の現状

望遠鏡名

運用周波数（GHｚ）
motohide.tamura@nao.ac.jp 備考

２ ６．７ ８ ２２ ４３

苫小牧１１ｍ ○ 2009年11月に試験観測予定

つくば３２ｍ ○ ○ ○ ２２GHｚ帯試験観測に成功

岐阜１１ｍ ○ 原子時計運転休止中から再開

山口３２ｍ ○ ○ ○ 2偏波観測が可能

JGN-IIで接続されている電波望遠鏡

鹿島３４ｍ ○ ○ ○ ○ ８GHｚ帯2偏波観測が可能

ひたち３２ｍ ○ ○ ○ 2010年1月に接続予定

たかはぎ３２ｍ ○ ○ ○ 2010年1月に接続予定

2009年10月28日現在

SINET3で接続されている電波望遠鏡



苫小牧１１ｍ電波望遠鏡

• 北海道大学が管理
運営

• 大学連携VLBI観測網
における重要な1局

• 水、アンモニア分子
線の観測に活躍



最近の観測成果

微弱天体の検出能力を生かして

磁気テープ 磁気テープ

原子時計
原子時計

光通信回線 光通信回線
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125天体の検出に成功し、
そのうち63天体はVLBIで
初検出

大師堂テレスコープの
１．４Gサーベイ天体の
VLBI検出観測
（2009年1月17日）



X線と電波の共同観測

ブラックホール周辺を探る



光結合電波干渉計でCyg-X1検出

鹿島３４m－つくば３２ｍ 鹿島３４m－山口３２ｍ

２００９年６月



苫小牧局の光接続

GbE回線３回線のリンクアグリーゲーションにより２Gbpsの伝送を目指す



接続系統図
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バースト的なパケットフロー

VOA-200の入力（１０GbE)におけるデータフローはバースト的であることが
良くわかる。到着間隔が1-2μs（2Gbpsでの平均フレーム到着間隔は5μs）
で多数のフレームが着信している。

リンクアグリゲーション処理により発生



苫小牧アクセス回線試験結果
・基本伝送量（２０４８Mbps）に３２Mbps単位で付加情報を増加させ、エラーが発生するまで
トータル伝送量をモニタした。
・基本観測データの伝送の他に７２０Mbpsを付加して伝送できることが分かった。



苫小牧１１ｍで観測、札幌で検出した
天体スペクトル（W49N)

512MHz



水メーザ天体：W49N

デネブ

ベガ
アルタイル

夏の大三角形とW49N

太陽系より距離10kpcの星生成領域



つくば対向(2.5Gx2)(T)

岐阜対向(2.5Gx2) (G)

山口対向(2.5Gx2) (Y)

北海道大学対向
（GbEx3)(H)
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まとめ

• 超高速光通信回線を最大限利用する研究、計
画を進めている
– SINET3のオンデマンド接続を定常的に運用中

– 苫小牧回線でリンクアグリゲーションに成功

• 高感度の電波干渉計を形成することに成功
– 微弱天体を多数検出することに成功

• 微弱天体の検出には成功したが、天体像の合
成までには至っていない
– 光結合局の局数を増やすことが重要

– アクセス回線の構築に全力投球
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